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助けられる人から助ける人へ

3.11東日本大震災から11年。震災は日
常の安全への取組など，急速な社会の変
化で見落としがちな多くの事柄を見つめなお
す機会を与えてくれました。被災された学校
で，代え難い命を救ったのは，子どもたち自
身の判断と素早い避難行動であったことが明
らかになっています。
学校の避難訓練は，放送をよく聞き指示
に従って素早く安全に避難することが重視さ
れます。しかし，停電で放送できず，想定を
超える津波もあり，通常の避難方法では命
を守れない事態となりました。そのような中，
釜石の小学校では，下校後の地震発生の
ため，誰の指示もなく，自ら考え判断し，
安全に避難しなければならない状況であった
と報告されています。一人で自宅から自主的
に避難場所へ避難した子。揺れが収まっても
避難しない家族を説得して避難した子。また，
避難場所を巡って意見が分かれながらも安
全を優先して釣り場の岸壁から高台へ避難
した子どもたちなど，避難行動に関する学び
をいかして，身につけた主体的な判断と行

動が多くの命を救いました。知識としての安
全を受け身ではなく，自分の命を守り，社
会の一員として能動的に行動したのです。
「助けられる人から助ける人へ」（群馬大学
片田敏孝教授）の転換は，大人にとっても
子どもにとっても生き方そのものに関わると言
えるでしょう。学びを生活にいかすことは，学
校だけではなく，生活拠点である家庭や地
域においても求められます。
本校は，津波到来の想定地域外ですが，
阪神間は津波到来のリスクを有しています。
卒業を3日後に控えた3年生をはじめとして，
生徒たちが本校を巣立ち，進学，就職し，
市外，県内外で活躍していってくれるとき，
有事に際して冷静に命を守る判断力，行
動力が重大です。今年度の教育活動を振り
返り，予測困難なコロナ対応で教職員も生
徒もどうすればいいのかを考え，工夫してきま
した。今一度「安全」と向き合い，生徒の主
体的な学びを支援する教育活動について考
察しているところです。

2月24日
に生徒総
会がオンラ
インで行
われました。

生徒会活動



当面の主な予定
＜３月＞
8日(火)花一輪
10日(木)第43回卒業証書授与式
11日(金)公立高校学力検査
14日(月)朝礼
18日(金)公立高校合格発表
21日(月)春分の日
24日(木)大清掃
25日(金)修了式
28日(月)～春季休業
＊ＳＣ・ＳＳＷ（スクールカウンセラー・スクールソー
シャルワーカー）3月7日(月)，14日(月）
＊ノー部活動デー
３月10日(木)まで，16日(水)，22日(火)
＊完全下校時間 17時30分(コロナ対応として，
17時）

<4月>
7日(木）始業式
11日(月) 入学式
12日(火) 1年生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ開始
14日(木) 3年生内科検診
18日(月) 2年生内科検診

全国学力・学習状況調査(3年)
21日(木) 1年生内科検診
そのほか，現段階では家庭訪問の実施を予定して
います。

※部活動 北摂大会4月16日(土)，17日(日)，
23日(土)，24日(日）

新型コロナウイルス感染拡大状況により、変更する
場合がありますことをご了承ください。

本校で活動されている3
人の学習指導員の先生方
は，現役の大阪大学の学
生です。彼らに図書室にあ
る本の中からおすすめ図書
を選んでいただきました。

○○指導員
青い鳥（重松清）
屍人荘の殺人
（今村昌弘）

○○指導員
岳物語（椎名誠）
七人の犯罪者
（星新一）

○○指導員
ビブリア古書堂の
事件手帖
（三上延）
ダレンシャン
（Darren Shan）

対象 質問項目 肯
定
的

回
答

否
定
的

回
答

生徒 先生はわかりやすい授業をしてくれる 94 6

保護
者

先生はわかりやすい授業を行っている 76 24

教員 生徒にとって「わかる授業」を実践してい
る

96 4

生徒 先生はあなたのことをよく理解してくれて
いる

89 11

保護
者

先生は子どものことをよく理解してくれて
いる

78 22

教員 生徒一人ひとりを理解し大切にした教育活
動を行っている

96 4

先般実施しました学校評価アンケートを集計し，教職
員で分析を行いました。抜粋してお知らせします。 学校
評価の総括については，後日ホームページにて公開しま
す。ご協力ありがとうございました。 （％）

・わかる授業について生徒の肯定的回答が９割を超えて
いるが，保護者の回答は７割台であり，何とかしてほ
しいという思いが感じられる。授業研究により，授業
で活躍できる場面を増やし，学習意欲を高める。

・常に生徒理解に努め，家庭と協力し，生徒が話しやす
い居場所づくりをする。 （分析会から）

学校評価


